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
 

システム中心から人間中心へのパラダイムシフト


 

人が活動しているあらゆる場所で的確なサービスを提供

ﾋｭｰﾏﾝｾﾝﾄﾘｯｸｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞのねらいﾋｭｰﾏﾝｾﾝﾄﾘｯｸｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞのねらい

温度
動画ｻｰﾋﾞｽ

ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ乗換案内ｻｰﾋﾞｽ位置情報ｻｰﾋﾞｽ
業務ｻｰﾋﾞｽ

GPS

RFID

検索ｻｰﾋﾞｽ ﾁｹｯﾄ発券ｻｰﾋﾞｽ

健康ｻｰﾋﾞｽ
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
 

情報装備が一回りして、ＩＣＴが浸透している領域と、浸透
 していない領域の二極化が進行


 

ICTを活用できる領域は、実生活の場でまだまだたくさん
 あるはず

ＩＣＴ社会の現状ＩＣＴ社会の現状

売り場

農場

工事外回り

災害

教育

道路

家庭

病室

ＩＣＴが浸透している領域

ＩＣＴが浸透していない領域

二極化が顕著に

システム中心の世界システム中心の世界 人が中心の世界人が中心の世界

•ネットワーク等ハードインフラ整備が困難（農場･工事等）
•人がいろいろな場所を動き回りながらの業務（病院等）
•人と人がインタラクションしながらの業務（店舗等）
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技術的な背景技術的な背景

クラウドコンピューティング
様々なサービスがネットで提供
複雑な処理をどこからでも利用

端末の進化（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ)
ＰＣと携帯電話が融合

真の意味でのユビキタス端末

ネットワークの進化
広域無線の高速大容量化（ＬＴＥ）
いつでもどこでもブロードバンド

大
 き
 な
 技
 術
 変
 革
 が
 同
 時
 進
 行
 中

これらの技術を統合

関連技術をすべて持っ
 ているのが当社の強み

ﾋｭｰﾏﾝｾﾝﾄﾘｯｸ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ
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技術課題技術課題

サービスサービス サービスサービス サービスサービス サービスサービス

センサー

場所

情報・サービスの海

機器・センサーの海

場所

現場でサービスを簡単に利用するための技術

現場で必要なサービスを的確に提供するための技術

場所

ICTの世界と実世界の融合技術
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現場で必要なサービスを的確に提供現場で必要なサービスを的確に提供

膨大なセンサ情報やWeb情報を分析し、そのときその場所で
 必要なサービスを先回りして提供

利用者に
最適なサービス提供

利用者に
最適なサービス提供

フィールド
リサーチ

フィールド
リサーチ

名寄せ
オントロジー

名寄せ
オントロジー

ストリーム処理
イベント処理

ストリーム処理
イベント処理

人へ提示
システム制御

人へ提示
システム制御

コンテキスト抽出
ルールの生成

コンテキスト抽出
ルールの生成

センシングデータ Web集合知 エピソード

テキストマイニング
データマイニング

テキストマイニング
データマイニング

センシング フィードバック

蓄積

知識活用
サービス提供

知識活用
サービス提供

ー

Copyright 2010 FUJITSU LABORATORIES LTD5



Copyright 2010 FUJITSU LABORATORIES LTD

現場でサービスを簡単に利用現場でサービスを簡単に利用

職場

無意識状態

 
（待ち受け）

意識状態
（ｻｰﾋﾞｽ・行動）環境センシング

（環境の変化）

待ち受け型サービス

ホーム

コラボレーション
（他者との遭遇）

Ａさん

環境

Bさん
ヒューマンセンシング

（人の行動変化）

現場で作業しながらサービスをアクセスするのは至難
センサーを活用した待ち受け型のサービスを提供

状態１

状態2 

状態3 

状態N 

状態１

状態2 

状態3 

状態N 

状態１

状態2 

状態3 

状態N 
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ヒューマンセントリックの事例紹介ヒューマンセントリックの事例紹介

人とシステムのコ

 ラボレーション

人・社会・システムが調和した世界を目指して

人とシステムの自然

 なインタフェース

人の状態を理解す

 る行動センシング
現実世界を理解する
環境センシング

状態１

状態2 

状態3 

状態N 

ヒト
クラウド環境

サービスサービス サービスサービス

サービスサービス サービスサービス

サービスサービス サービスサービス

状態１

状態2 

状態3 

状態N 

ﾋｭｰﾏﾝｾﾝﾄﾘｯｸｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

状態１

状態2 

状態3 

状態N 

状態１

状態2 

状態3 

状態N 
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人とシステムのコラボレーション
 サービスを必要とする人と必要とされる人をシステムが仲介

 

人とシステムのコラボレーション
 サービスを必要とする人と必要とされる人をシステムが仲介

食事・運動報告

効果的な指導

保健師・管理栄養士指導対象者

（既存）保健業務システム

委託 報告利用券の発送

食事診断機能 特許出願済

医療保険者

食事の記録

運動の記録

特定保健指導
支援システム

指導内容
目標達成が5日

 

続きました。ぜひ

 

このまま頑張りま

 

しょう。

朝食

保健センター

在宅ワーク

携帯メールを活用したメタボ診断システム携帯メールを活用したメタボ診断システム
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人とシステムの自然なインタフェース
 自律型ソーシャルロボットによる見守りサービス

 

人とシステムの自然なインタフェース
 自律型ソーシャルロボットによる見守りサービス



 
アイコンタクトなどの親和的インタラクション技術の追求



 
対面インタラクションによるユーザ状態の把握、見守り



 
ネットワーク連携によるユーザー状態に応じたサービス提供

環境に溶け込んだ次世代ヒューマンインタフェース

介護施設向けサービスイメージ対面ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝによるﾕｰｻﾞｰ状態把握

ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ向上
生活活性化

笑顔度：90 ％、動作活性：

Sachio

Smiling Factor: 90% Activity: 80%

User: Sachio, 11:20 am 11/3/09

Human face viewed through 
robot’s eyes

ソーシャルロボット ロボットから見た映像

展示
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
 

携帯電話内蔵の加速度センサー等で人の動きを識別



 
歩数計、活動量計（キッズ携帯を除く全機種に搭載）



 
運動種別推定（歩行, 走行, 跳躍, お辞儀等の識別技術を確立）

・ゴルフスィング診断アプリ，・お台場にて実験イベント「無駄にハイテク！闇ポンチ」

・加速度センサー
・ｼﾞｬｲﾛ（地磁気センサー）

ゴルフスウィング診断アプリの
ための腰の運動軌跡推定

活動量計
実験イベント

 動きサンプル

・加速度センサ

実験イベントポスタ

行動センシング（人の動きの分析）
 人の動きを理解して、健康支援・スポーツ診断サービスを提供

 

行動センシング（人の動きの分析）
 人の動きを理解して、健康支援・スポーツ診断サービスを提供
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行動センシング応用（農業への適用）
 作業を妨げずに農作業の効率化と最適化を支援

 

行動センシング応用（農業への適用）
 作業を妨げずに農作業の効率化と最適化を支援

農地管理施設 別の農地
携帯画面
ｲﾒｰｼﾞ

農作業
管理システム

経営者

現場ナレッジの抽出

2010/5/2 10:40 キャベツ畑Ｂ

５月
キャベツ畑Ｂ

５月
キャベツ畑Ｃ

５月
キャベツ畑Ａ

作業指示

見回り情報入力

キャベツ畑Ｂ
見回り情報

キャベツ畑
Ｑ＆Ａ

圃場

リーダＸＸ
TEL

見回り支援

2010/5/2 10:40 キャベツ畑Ｂ

５月
キャベツ畑Ｂ

５月
キャベツ畑Ｃ

５月
キャベツ畑Ａ

作業指示

見回り情報入力

キャベツ畑Ｂ
見回り情報

キャベツ畑
Ｑ＆Ａ

圃場

リーダＸＸ
TEL

見回り支援

必要な情報を現場に直接提供
現場情報をシームレスに流通

ｾﾝｻｰ, ﾀｸﾞ


 

屋外の作業者の状況やセンサ情報を作業しながら自
 然に収集する仕組みで農作業の見える化を実現


 

農業生産法人と共同で実証実験を実施中

展示
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環境センシング（電力見える化）
 行動パターンを把握して最適な電力利用

 

環境センシング（電力見える化）
 行動パターンを把握して最適な電力利用


 

センシングによる電力消費削減への取り組み


 

電流センサ内蔵の小型電源タップによる機器ごとの
 電力消費量の把握と人間行動の関係の見える化

NW

空調・照明設備

スケジューラサーバ

センサー

 情報収集
可視化

見える化サーバ

省エネ・平準化制御

行動・消費電力統合

電力

予定 不在在 在

警告

電流センサー内蔵
小型タップ

技術ポイント

・人の行動と消費電力を統
 合した見える化技術

・精度・安全性と小型化を
 両立させた電力センサ内

 蔵タップ（コンセント当り業
 界最小）

展示
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ヒューマンセントリックコンピューティング


 

システム中心から、人間中心へのパラダイムシフト


 

ICTが十分活用されていない未開拓領域への挑戦


 

ICTの世界と現実世界の融合技術（センサー、携帯端末、
 ヒューマンインタフェース、マイニング、人間工学等関連

 する技術を綜合）


 

人をシステムの中心に据え、単なる省力化、効率化で
 はない知識やノウハウを生かした真のICTを実現

まとめまとめ

人とコンピュータが調和した新たな社会基盤構築へ
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免責事項

このプレゼンテーション資料、及びミーティングで配布されたその他の資料や情報、及び質疑応答で話した内容

 
には、現時点の経営予測や仮説に基づく、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通

 
しに関する記述において明示または黙示されていることは、既知または未知の
リスクや不確実な要因により、実際の結果・業績または事象と異なることがあります。
実際の結果・業績または事象に影響を与えうるリスクや不確実な要素には、以下のようなものが
含まれます（但しここに記載したものはあくまで例であり、これらに限られるものではありません）

•富士通の提供するサービスまたは製品にとって主要な地域（アメリカ合衆国、ＥＵ諸国、日本、
その他アジア諸国など）のマクロ経済環境や市況動向。中でも当社顧客のＩＴ支出に影響を及ぼす
ような経済環境要因。
•急速な技術変革や顧客需要の変動。及び富士通が参入しているＩＴ市場、通信市場、電子デバイス
市場での激しい価格競争。
•他社との戦略的提携や、合理的条件下での他社との取引を通じて、富士通が特定のビジネスから
撤退し、関連資産を処分する可能性。およびこのような撤退・処分から発生する損失の影響。
•特定の知的財産権の利用に関する不確実性。特定の知的財産権の防御に関する不確実性。
•富士通の戦略的提携企業の業績に関する不確実性。
•富士通の保有する国内外企業の株式の価格下落が、損益計算書や貸借対照表などの財務諸表に
与える影響。およびこの保有株式の株価下落により発生した富士通の年金資産の評価減とこれを
補うために追加拠出される費用の発生による影響
•顧客企業の業績不振、資金ショート、支払不能、倒産などに起因する売掛債権の回収遅延や回収
不能によって、当社が被る損害の影響
•富士通が売上高をあげている主な国の通貨、および富士通が資産や負債を計上している主な国
の通貨と日本円との為替レートの変動により発生する為替差損益の影響（特に、日本円と、
イギリスポンド、アメリカドルとの間の為替差損益の影響）
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